
【⽂献整理講習会】
15分で学ぶ！

⽂献リスト作成術

⽂献管理ツールRefWorks
の使い⽅
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論⽂とは
• 問いがある
与えられた問い、あるいは⾃分で⽴てた問いに対して書く

• 主張がある
⼀つの明確な答えを主張する
「調べ学習」（調べたことをまとめる）とは違う。

• 論証がある
その主張を論理的に裏付けるための事実的・理論的な根拠を提⽰して
主張を論証する。

→ 引⽤・参照元の明⽰が⼤事

（出典：⼾⽥⼭和久著『論⽂の教室：レポートから卒論まで』p.41 ）
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⽂献管理ツールの利点
• データベース等から、簡単に⽂献情報を

取り込める
• ⽂献情報を、テーマごと・論⽂ごと等に

フォルダにまとめて管理できる
• 指定の書式で出⼒できるので整形が楽
• Webベースのものならいつでもどこでも
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引⽤の具体例
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RefWorks画⾯



代表的な⽂献管理ツール

・RefWorks（京⼤契約）
・EndNote（京⼤契約）
・Mendeley（フリーソフト）
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試してみて、使いやすいものを
お使いくださいねー



RefWorksを使ってみよう
① アクセス⽅法
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ヘルプページ



RefWorksを使ってみよう
② ログイン
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ECS-IDとパスワード
でログイン

（初回のみ、お名前等の
登録が必要です）



RefWorksを使ってみよう
③ 画⾯構成について →ユーザーガイドp.2参照
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RefWorksを使ってみよう
③‐1 図書の情報を取り込むーKULINEから
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検索結果⼀覧
書誌詳細画⾯



RefWorksを使ってみよう
③‐2 図書の情報を取り込むー CiNii Booksから
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チェックボックスで対象を
選択後、プルダウンメニュー
から“RefWorksに書き出し”

を選択し、実⾏

“RefWorksに書き出し”
をクリック

この機能はおすすめしません

書誌詳細画⾯検索結果⼀覧



RefWorksを使ってみよう
④‐1 雑誌論⽂の情報を取り込むー CiNii Articlesから

チェックボックスで対象を
選択後、プルダウンメニュー
から“RefWorksに書き出し”

を選択し、実⾏

“RefWorksに書き出し”
をクリック

検索結果⼀覧 個別詳細画⾯

この機能はおすすめしません



RefWorksを使ってみよう
④‐2 雑誌論⽂の情報を取り込む ―WoSから
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検索結果⼀覧 個別詳細画⾯

チェックボックスで対象
を選択後、プルダウンメ
ニューから“RefWorksに

保存”を選択する



RefWorksを使ってみよう
④‐3 雑誌論⽂の情報を取り込む ―Google Scholarから
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RefWorksを使ってみよう
⑤‐1 取り込んだ⽂献情報を出⼒する
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チェックボックスで対象を
選択後、“参考⽂献の作成”

をクリック



RefWorksを使ってみよう
⑤‐3 取り込んだ⽂献情報を出⼒する
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プルダウンメニューから
引⽤のスタイルを選ぶ

出⼒する形式を選ぶ

引⽤のスタイルってなんですか？

引⽤のスタイルを追加するには
ここをクリック



引⽤のスタイルとは

• 引⽤にはスタイルがある
• 代表的なもの

– SIST02
⽇本語⽂献の引⽤のスタイル。科学技術⽂献。

– 社会学評論スタイル
⽇本社会学会制定のスタイル

– シカゴスタイル
⼈⽂系（歴史学・語学等）でよく⽤いられる

– NLMスタイル
医学・⽣物学分野でよく⽤いられる
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引⽤スタイルの違いについて

• SIST 02:2009.04
佐渡島 紗織． アカデミック・ライティング教育
と情報リテラシー : 《情報を再定義》し意⾒を構築
できる学⽣を育てる(情報リテラシー)． 情報の科
学と技術. 2014, vol. 64, no. 1, p. 22-28.

• 社会学評論
佐渡島, 紗織， 2014， 「アカデミック・ライティ
ング教育と情報リテラシー : 《情報を再定義》し
意⾒を構築できる学⽣を育てる(情報リテラシー)」
『情報の科学と技術』 64 (1): 22-28．
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RefWorksを使ってみよう
⑤‐4 取り込んだ⽂献情報を出⼒する
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『１は、「京都⼤学⽂書館だより」所収の⽔野直樹⽒の論⽂“京都帝国
⼤学・第三⾼等学校の朝鮮⼈留学⽣”を出⼒したかったのに・・・』

↓
出⼒される内容を修正するには、個々の⽂献情報のレコードを修正する。



RefWorksを使ってみよう
⑥‐1 ⽂献情報の詳細を修正してみよう
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ユーザーガイドp.12
「4-1.１件ずつ編集する」参照



RefWorksを使ってみよう
⑥‐2 ⽂献情報の詳細を修正してみよう
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必要箇所を
修正・⼊⼒

する

クリックすると、コメント
等を⼊⼒できるフィールド

が表⽰されます

出⼒されるの
はこの部分の
データ



RefWorksを使ってみよう
⑦ レコードをフォルダに⼊れてみよう
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ユーザーガイドp.11
「3.レコードをフォルダで整理する」参照

フォルダの
新規作成

フォルダは
ここに追加

される
対象レコード
にチェックを
⼊れフォルダ
を選択する

1

23

フォルダの
新規作成

1



RefWorksを使ってみよう
⑧ フォルダに⼊れた⽂献情報を出⼒してみよう
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RefWorksを使ってみよう
⑨‐1 引⽤記号で引⽤⽂献リストを⽣成する
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コピーして、引⽤
箇所に貼り付ける

ユーザーガイドp.20
「7-5.引⽤記号を使って⽣成する」参照



RefWorksを使ってみよう
⑨‐2 引⽤記号で引⽤⽂献リストを⽣成する
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クリックして
ファイル選択



RefWorksを使ってみよう
⑩‐1 Write-N-Citeで引⽤⽂献リストを⽣成する
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該当するソフトウェア
をクリックして、イン

ストール



RefWorksを使ってみよう
⑩‐2 Write-N-Citeで引⽤⽂献リストを⽣成する
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コピーして、ログイン
コードに貼り付ける

タブができる



RefWorksを使ってみよう
⑩‐3 Write-N-Citeで引⽤⽂献リストを⽣成する
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引⽤箇所に
カーソルを
合わせる

1

2

3

4



RefWorksを使ってみよう
⑩‐4 Write-N-Citeで引⽤⽂献リストを⽣成する
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ファイル名は
半⾓英数字を使⽤

通し番号が振られる



RefWorksを使ってみよう
⑩‐5 Write-N-Citeで引⽤⽂献リストを⽣成する
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RefWorksを使ってみよう
⑩‐6 Write-N-Citeで引⽤⽂献リストを⽣成する
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引⽤⽂献リストが
追加される

カーソル



ご参加ありがとうございました。

31

執筆中の論⽂のバックアップ
は頻繁にしておきましょう！

京都⼤学吉⽥南総合図書館
Mail:eturan61@mail.adm.kyoto-u.ac.jp

Tel:075-753-6525

⽂献リストは、必ず
⽬視でのチェックを

お願いします！


